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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

Ｎｏ．５６８

2008年（平成20年）

８．１
1975年（昭和50年）4 .1創刊

清流 荒川

夏の風物詩「アユ釣り」
水質ランキングが３年連続１位（国土交通省：

2003年～2005年）に輝き、「平成の名水百選」に

も認定された清流「荒川」。

荒川やその支流は「アユ釣り」のメッカとしても

知られ、毎年７月５日に解禁になると、全国各地か

ら大勢の釣りファンが訪れます。また、水鏡とタモ

で捕まえる「カジカとり」も子どもたちに大人気。

清らかな流れに足を踏み入れ、楽しい１日が過ごせ

ます。
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10月12日(日)に同時開催される、「さい

たま市民まつり・咲いたまつり2008」と

「日本のまつり」に、わが村の大したもん

蛇パレードが参加することになりました。

「咲いたまつり」は、人口110万人の政

令指定都市・さいたま市のスーパーアリー

ナを会場に平成13年から毎年開催されてい

て、大したもん蛇まつりも招待を受け、参

加しています。また、同時開催の「日本の

まつり」は、国内外の地域伝統芸能が一同

に会して競演する全国規模のイベントです。

例年よりパワーアップした「咲いたまつ

り」で、自慢の大したもん蛇パレードを披

露し、村の意気込みを大いにアピールしま

しょう。

【参加者募集】

＊参加者の募集は、９月１日に各集落区長

さんを通じてチラシを配布します。

期　　日 10月12日(日)

場　　所 さいたまスーパーアリーナ

内　　容

参加者紹介

14時30分～　※15分間パレード

街中パレード

17時～　　　※アリーナ周辺約２km

募集人員 大蛇の担ぎ手として130人

（中学生以上）

※見学のみの方はご遠慮願います。

参 加 費 無料（昼食・夕食は準備します）

行　　程 12日(日)の朝７時頃にバスで

出発し、村に帰ってくるのは、

午前０時頃の予定です。

役場総務課企画財政班　 ６４－１４７６

大したもん蛇パレード

in 咲いたまつり
・日本のまつり

～参加者募集は９月１日から～

ん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつりん蛇まつり
(金) 31(日)8月29日～31日

�パレードコースの沿道への駐停車はご遠慮ください。
�パレード中は、係員の指示に従ってください。

�18時30分から花火終了まで、丸
山大橋は立入禁止になります。

�道路上・温泉橋・川口橋上での見物は禁止します。
（転落・交通事故防止のため）

�花火打ち上げ場所付近一帯は、
立入禁止区域になりますので係
員の指示に従ってください。そ
のほかにも交通規制があります。

飲酒運転は祭りであっ
ても、もちろん禁止で
す。楽しい祭りになるよ
う、ご協力をお願いいた
します。

大蛇パレード

花火の打ち上げ

ご協力お願いします

いつどこでパレードするの？

参加者の条件・行程は？

問い合わせ先

10／12(日)

○ １ 

○ ２ 
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今年も村民の力を結集しましょう!!

大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも大したも第21回
えちごせきかわ

た
  い
 

じゃ 

第２１回「えちごせきかわ大したもん蛇まつり」は、８月２９日（金）か
ら３１日（日）の日程で、今年も盛大に開催されます。
２９日（金）の灯ろう流しから始まり、３０日（土）の花火大会では、おな
じみとなった関川村誕生５４周年にちなんだ尺玉５４連発と丸山大橋から
流れるナイアガラの滝が見どころです。
また、３１日（日）には、まつりのメインとなる大蛇パレード。４００人の

担ぎ手と一緒に村を練り歩きます。
夏を締めくくるまつりに、みんなで参加して大いに盛り上げましょう。

大蛇・小大蛇の担ぎ手を募集して
います。担いでいただける方は各集
落区長さんへご連絡をお願いします。
■大大蛇 中学生以上
■小大蛇 保育園児・小学生
※小大蛇の担ぎ手のおみやげ引換券
は、湯沢・高瀬温泉入り口・ゆ～む
前の休憩所で配布します。
＊お問い合わせ まつり実行委員会
（総務課　�６４－１４７６）

【担ぎ手大募集 !!】

湯沢垂水の里 

9:30 スタート 

1 . 4 km 0 . 9 km
高瀬温泉街 高瀬温泉入口 
9:55 
　　   (休憩15分) 
10:10

10:25 
　　   (休憩10分) 
10:35

1 . 0 km
上関本村 
10:55 
　　   (休憩10分) 
11:05

役　場　前 
11:25 
　　   (休憩15分) 
11:4012:15  ゴール 

0 . 8 km 0 . 9 km
下関彦四郎商店前 
11:50 
　　   (休憩10分) 
12:00

役　場　前 

0 . 75 km

大蛇パレードコース
担ぎ手専用バス

村民会館 8：30出発

女川地区
ふるさと会館 8：10出発

※ 時間は予定です。

担ぎ手専用バス

村民会館 14：00頃出発
(女川地区ふるさと会館まで)

大蛇パレードコースは昨年と同じコースです。

大蛇パレード

●出発地 垂水の里（湯沢）

●と　き ９時30分から

よさこいソーラン

●ところ 役場前特設広場

●と　き 10時50分から

龍泉太鼓披露

●ところ 役場前特設ステージ

●と　き 12時30分から

喜っ喜大会

●ところ 役場前特設ステージ

●と　き 大蛇パレード終了後

福 ま き

●ところ 役場前特設広場

●と　き 喜っ喜大会終了後

大盆踊り大会

●ところ 高瀬ふるさと会館前駐車場

●と　き 20時から

31日（日）

29日（金）

よさこいソーラン

●ところ 高瀬温泉街

●と　き 17時～18時

花火大会

●ところ 丸山大橋下流

●と　き 19時から

30日（土）

8・28水害殉難者供養祭

●ところ 湯沢観音公園

●と　き 10時から

安全祈願祭・ミニ大蛇パレード

●ところ おりのの碑（蛇喰）

●と　き 17時30分から

灯ろう流し

●ところ 荒川高瀬河原

●と　き 18時30分から
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山
と
川
と
湯
の
里

関関関関
川川川川
村村村村
をををを
応応応応
援援援援
しししし
てててて
くくくく
だだだだ
ささささ
いいいい

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ふるさと納税制度

国
で
は
、
地
方
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
改
善
す
る
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た
め

の
事
業
に
取
り
組
む
た
め
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
を
設
け
る
こ
と

を
三
月
定
例
村
議
会
で
決
め
て
い
ま
す
。

村
出
身
の
ご
親
戚
や
ご
友
人
、
村
を
応
援
し
て
く
れ
る
方
な
ど
に

村
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
関
川
村
を
応
援
く
だ

さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
で

行
う
６
つ
の
事
業

応
援
い
た
だ
く
事
業
は
、
六
つ

用
意
し
て
い
ま
す
。

寄
付
さ
れ
る
方
は
、
寄
付
金
の

使
い
道
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
使
い
道
の
選
択
を
村
長
に
任

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

平田大六村長からのメッセージ

人
口
減
少
抑
制
政
策
に
関
す

る
事
業

村
の
人
口
は
平
成
二
十
年
四
月

現
在
、
六
千
九
百
五
十
六
人
で
十

五
歳
以
下
の
人
口
比
率
は
一
二
・

三
％
で
す
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以

１．
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上
の
人
口
比
率
は
三
三
・
九
％
で

近
年
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

村
で
は
少
子
化
対
策
の
た
め
に
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
や
保
育
料

の
減
免
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
定
住
促
進
を
図
る

た
め
に
公
営
住
宅
整
備
や
宅
地
分

譲
、
若
者
向
け
の
住
宅
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

寄
付
金
を
納
入
し
た
後

皆
様
か
ら
の
入
金
を
確
認
後
、

村
か
ら
領
収
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
領
収
書
は
寄
付
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

《問い合わせ・申し込み先》
関川村役場総務課企画財政班

TEL 0254－64－1476 FAX 0254－64－0079

E－mai l：somu@vi l l .sekikawa.ni igata.jp

〒959－3292

新潟県岩船郡関川村大字下関912

＊ふるさと納税制度は、村のホームページ

からも詳しくご覧いただけます。

http://www.vi l l .sekikawa.ni igata.jp/

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

福
祉
・
医
療
に
関
す
る
事
業
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
村
に
あ

る
診
療
所
の
設
備
の
充
実
や
既
存

の
福
祉
事
業
を
拡
充
し
、
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
家
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
提
供
し
ま
す
。

ご
寄
付
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

寄
付
の
し
か
た

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ど
の
方
法
で
も
、

申
し
込
み
後
に
、
村
か
ら
書
類
を

送
付
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
寄
付
金
の
納
入

は
皆
様
の
お
手
元
へ
書
類
が
届
い

て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

寄
付
金
の
納
入
の
し
か
た

１．

郵
便
振
替

２．

村
指
定
金
融
機
関
へ
の
振
込

３．

現
金
書
留

４．

役
場
へ
直
接
持
参

※
１
・
２
の
場
合
は
、
皆
様
の
お

手
元
に
書
類
が
届
い
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
３
・
４
の
場
合

は
、
申
込
書
と
一
緒
に
送
付
（
持

参
）
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

村
の
面
積
の
八
八
％
は
山
林
で
、

そ
の
う
ち
国
有
林
と
民
有
林
の
割

合
は
七
十
五
対
二
十
五
と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
有
林
は
林
業
の
衰
退

で
山
林
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
村
で
は
自
然
環
境

を
守
る
た
め
に
森
林
保
全
対
策
と

し
て
、
除
間
伐
の
促
進
や
ワ
ー
ク

ロ
ー
ド
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
耕
作
さ
れ
な
く
な

っ
た
農
地
等
の
荒
廃
防
止
対
策
と

し
て
、
転
作
促
進
事
業
や
猿
害
対

策
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
振
興
に
関
す
る
事
業

村
の
子
ど
も
の
数
は
減
少
し
て

い
て
、
平
成
十
七
年
に
は
二
つ
あ

っ
た
中
学
校
を
一
つ
に
統
合
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
は
、
五

つ
あ
る
小
学
校
を
一
つ
に
統
合
す

る
予
定
で
す
。

村
で
は
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
勉
強
で
き
る
た
め
に
教
育
振
興

に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
図
書
や
村
民
会
館
の
図
書
を

購
入
し
、
教
育
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
見

守
り
運
動
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
す
。

２．３．

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

す
る
事
業

村
に
は
、
九
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
が
あ
り
ま
す
。

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
独
自
の

文
化
事
業
や
敬
老
会
、
体
育
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
事
業
を
活
動
実
施
し

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

と
協
力
し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
文
化

財
保
護
対
策
と
し
て
各
地
区
の
指

定
文
化
財
の
保
全
事
業
、
文
化
保

全
対
策
と
し
て
歴
史
の
道
の
保
全

に
努
め
ま
す
。

都
市
と
の
交
流
促
進
に
関
す

る
事
業

村
で
は
昭
和
五
十
八
年
か
ら

「
い
で
湯
の
関
川
ふ
る
里
会
」
を

発
足
さ
せ
、
全
国
の
皆
さ
ん
と
心

の
ふ
る
さ
と
・
第
二
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
都
市
と
の
交
流
促

進
に
発
展
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
や

大
人
の
交
流
対
策
事
業
、
物
産
・

物
品
等
の
特
産
品
の
販
売
促
進
に

努
め
ま
す
。

福
祉
・
医
療
に
関
す
る
事
業

村
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
夫
婦
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
老

人
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
生
活
弱
者
が
少
し
で

４．５．６．
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自
治
功
労
者
表
彰
に
二
十
三
人
の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
る
の
は
、
永
年
に
わ
た
り
自
治
の
発
展
や
振
興
、
教
育
・
文
化
の
向
上
、
村
民

福
祉
の
増
進
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
や
団
体
で
、
村
が
二
年
に
一
度
表
彰
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者
は
、
七
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
村
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
、
ほ
う
賞
審
査
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
表
彰
式
は
八
月
一
日
に
村
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

永
年
の
尽
力
と
功
績
を
た
た
え
て

自
治
功
労
者
表
彰

地

方

自

治平 田 芳 廣さん
（小見・59歳）

＊
―
昭
和
五
十
六
年
二
月
か
ら
平

成
二
十
年
三
月
ま
で
二
十
七
年
間
、

交
通
安
全
指
導
員
を
務
め
ら
れ
、

こ
の
間
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら

は
主
任
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全

の
推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

吉 田 明 雄さん
（下関・74歳）

社
会
福
祉
・
産
業
振
興

＊
―
平
成
七
年
四
月
か
ら
現
在
ま

で
十
三
年
五
か
月
間
、
保
護
司
と

し
て
更
生
保
護
活
動
の
推
進
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

中 束 征 美さん
（中束・66歳）

＊
―
平
成
四
年
四
月
か
ら
平
成
十

八
年
十
二
月
ま
で
十
四
年
九
か
月

間
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
委
員
活
動
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

加 藤 善 吉さん
（鮖谷・77歳）

＊
―
昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
平

成
十
六
年
十
二
月
ま
で
二
十
二
年

間
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
平
成
九

年
一
月
か
ら
は
会
長
と
し
て
委
員

活
動
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
平
成
十

九
年
五
月
ま
で
の
四
十
五
年
間
、

森
林
組
合
理
事
・
監
事
と
し
て
務

め
ら
れ
、
こ
の
間
、
平
成
四
年
五

月
か
ら
は
代
表
理
事
組
合
長
と
し

て
産
業
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

佐 藤 喜 治さん
（朴坂・69歳）

＊
―
長
年
に
わ
た
り
、
樹
木
の
伐

採
職
人
と
し
て
卓
越
し
た
技
能
を

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

渡邉勝二郎さん
（打上・78歳）

＊
―
平
成
二
年
四
月
か
ら
平
成
十

八
年
三
月
ま
で
十
六
年
間
、
健
康

づ
く
り
推
進
委
員
と
し
て
健
康
増

進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

青 木 慶 一さん
（下関・76歳）

＊
―
平
成
七
年
十
二
月
か
ら
平
成

十
九
年
十
一
月
ま
で
十
二
年
間
、

民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

故 須貝ハルさん
（桂・享年60歳）

＊
―
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
平

成
二
十
年
四
月
ま
で
二
十
五
年
間
、

生
活
改
善
研
究
会
役
員
と
し
て
務

め
ら
れ
、
こ
の
間
、
平
成
十
年
四

月
か
ら
は
会
長
と
し
て
農
産
物
加

工
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

須 貝 勲さん
（湯沢・82歳）

＊
―
昭
和
六
十
一
年
九
月
か
ら
平

成
十
九
年
三
月
ま
で
二
十
年
六
か

月
間
、
湯
沢
温
泉
管
理
員
と
し
て

観
光
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

新 野 俊 郎さん
（下関・72歳）

＊
―
平
成
元
年
五
月
か
ら
平
成
二

十
年
五
月
ま
で
二
十
年
間
、
商
業

協
同
組
合
理
事
、
こ
の
間
、
平
成

六
年
五
月
か
ら
は
理
事
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
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広報せきかわ　2008・８月号７

六
年
八
月
か
ら
平
成
十
五
年
五
月

ま
で
二
十
二
年
間
、
商
工
会
理
事
、

こ
の
間
、
平
成
五
年
五
月
か
ら
十

年
間
、
副
会
長
と
し
て
商
業
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
ス
ポ
ー
ツ伝 信 男さん

（大島・60歳）

＊
―
昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら
平

成
二
十
年
四
月
ま
で
二
十
四
年
間
、

体
育
指
導
員
と
し
て
体
育
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

阿部喜代志さん
（大島・50歳）

＊
―
昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
昭

和
五
十
八
年
三
月
、
昭
和
六
十
年

四
月
か
ら
平
成
二
十
年
四
月
ま
で

二
十
四
年
間
、
体
育
指
導
員
と
し

て
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

区
　
　
　
長加 藤 克 夫さん

（鮖谷・76歳）

＊
―
平
成
五
年
四
月
か
ら
平
成
十

九
年
三
月
ま
で
十
四
年
間
、
鮖
谷

集
落
区
長
と
し
て
村
政
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

高 橋 秀 夫さん
（金俣・64歳）

＊
―
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
十

九
年
三
月
ま
で
十
二
年
間
、
金
俣

集
落
区
長
と
し
て
村
政
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

佐 藤 善 一さん
（蔵田島・73歳）

＊
―
平
成
七
年
四
月
か
ら
現
在
ま

で
十
三
年
五
か
月
間
、
蔵
田
島
集

落
区
長
と
し
て
村
政
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

小 澤 清 一さん
（小見前新田・64歳）

＊
―
平
成
七
年
六
月
か
ら
現
在
ま

で
十
三
年
二
か
月
間
、
小
見
前
新

田
集
落
区
長
と
し
て
村
政
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

中 束 信 一さん
（蕨野・64歳）

＊
―
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
か
ら

平
成
二
年
十
二
月
、
平
成
十
六
年

一
月
か
ら
現
在
ま
で
十
三
年
七
か

月
間
、
蕨
野
集
落
区
長
と
し
て
村

政
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

高

齢

者山 口 コ ノさん
（上土沢・102歳）

＊
―
平
成
二
十
年
七
月
七
日
で
、

満
百
二
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

渡 邉 チ エさん
（小和田・101歳）

＊
―
平
成
十
九
年
十
月
二
十
六
日

で
、
満
百
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

故 小島久太郎さん
（下関・享年101歳）

＊
―
平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

で
、
満
百
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

高 橋 ミ イさん
（金俣・100歳）

＊
―
平
成
二
十
年
七
月
二
十
日
で
、

満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

感

謝

状鈴 木 久 司さん
（下関・79歳）

＊
―
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
八

日
、
福
祉
の
た
め
に
三
十
万
円
寄

付
さ
れ
、
村
の
福
祉
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

故 大沼イワさん
（大島・享年81歳）

＊
―
平
成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
、

福
祉
の
た
め
に
百
万
円
寄
付
さ
れ
、

村
の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
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新

成

人

未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

今
年
の
成
人
式
は
八
月
十
五
日
に
村
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
成
人
式
該
当
者
は
一
九
八
七
年
度

生
ま
れ
（
昭
和
六
十
二
年
度
）
の
七
十
五
人
。

男
性
が
四
十
七
人
、
女
性
が
二
十
八
人
。
こ

の
内
、
村
内
に
住
所
が
あ
る
方
は
六
十
五
人

で
す
。

＊
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
成
人
者
名

簿
は
掲
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

８広報せきかわ　2008・８月号

昭
和
62
年
（
一
九
八
七
年
）

そ
の
と
き

あ
な
た
は

0000
歳歳歳歳

【
関
川
村
で
は
】

●
人
口
　
　
八
、
四
九
六
人

●
世
帯
数
　
二
、
〇
六
六
世
帯

（
昭
和
６２
年
９
月
末
現
在
）

●
燃
料
単
価
（
ガ
ソ
リ
ン
）
一
二
六
円
／

▽
下
関
歴
史
的
街
並
調
査
開
始
（
５．

３
）

▽
村
営
白
山
平
霊
園
完
成
（
６
月
）

▽
せ
き
か
わ
ふ
る
さ
と
塾
発
足
（
７．

３０
）

▽
中
国
残
留
孤
児
・
季
林
さ
ん
が
竹
内
キ
ヨ

さ
ん
（
上
関
）
の
長
女
・
光
枝
さ
ん
と
分

か
り
来
村
（
１１．

１０
）

▽
わ
か
ぶ
な
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

（
１２．

２５
）

▽
村
民
体
育
館
竣
工
（
３．

３０
）

▲ 観光振興・雇用の場としてオープン
した「わかぶな高原スキー場」

関
川
村
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

平

田

大

六

「
21
世
紀
の

主
役
に
期
待
す
る
」

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
お
と

な
」
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、
大
き
な
期
待

を
し
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
２１
世
紀
を
む
か
え
ら
れ
た
の

は
、
中
学
生
の
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
新
し
い
２１
世
紀
を
動
か
し
て
ゆ
く
大
き

な
使
命
を
も
っ
た
年
代
で
す
。

具
体
的
に
お
話
し
ま
す
。

今
、
地
球
全
体
が
そ
の
環
境
と
い
う
こ
と

で
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
お

わ
か
り
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
、
人
類
が

「
発
展
」
と
い
う
方
向
で
営
々
と
行
動
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
科
学
に
裏
づ
け
ら
れ

な
が
ら
技
術
を
開
発
し
経
済
や
社
会
を
大
き

く
し
て
き
た
も
の
で
す
。
環
境
と
い
う
切
り

口
で
ふ
り
か
え
っ
た
時
、
必
ず
し
も
肯
定
で

き
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
で
に
一
九
七
〇
年
初
め
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
世
界
に
示
さ
れ
、
や
が
て
、
九
七

年
に
「
京
都
議
定
書
」
と
し
て
世
界
の
政
治

の
場
で
と
り
あ
げ
ら
れ
今
日
に
つ
づ
い
て
い

ま
す
。

一
度
体
験
し
た
利
便
は
な
か
な
か
手
放
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
文
明
と
い
う
言
葉
に

置
き
か
え
た
場
合
、
そ
の
流
れ
を
変
え
る
こ

と
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
人
間
の

力
で
文
明
の
流
れ
を
意
識
を
も
っ
て
変
え
た

こ
と
は
歴
史
に
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
為
政
者

も
、
変
え
る
こ
と
に
は
立
ち
す
く
ん
で
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
は
、
や
が
て
２１
世
紀
の
主
役
と
な

る
群
像
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
文
明
の
流
れ
を

変
え
る
役
目
を
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
地
球

を
甦
（
よ
み
が
え
）
ら
せ
る
た
め
に
行
動
し

て
も
ら
い
た
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。
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早

坂

慶

子
さ
ん
（
上
野
）

二
十
歳
と
い
う
の
は
名
ば
か
り
で
、
い
ま

だ
に
親
や
周
り
の
方
に
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
が
、
広
報
せ
き
か
わ
の
「
二
十

歳
の
誓
い
」
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
、
「
私
な

ん
か
で
い
い
の
か
な
…
」
と
不
安
に
思
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
こ
こ
で
私
な
り
の

「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
人
に
甘
え
ず
、
き
ち
ん
と
自

分
で
最
後
ま
で
や
り
と
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
今
ま
で
迷

惑
を
か
け
た
方
々
に
は
、
少
し
で
も
恩
返
し

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
私
の
、
「
二
十
歳
の
誓
い
」
で
す
。

二
十
歳
の
誓
い

私
が
生
ま
れ
て
早
い
も
の
で
二
十
年
も
た

ち
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
成
長
す
る
た
め
に
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
育
て
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小

池

亮

太
さ
ん
（
下
関
）

そ
し
て
二
十
年
間
、
私
の
こ
と
を
見
て
き

て
く
れ
た
両
親
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
「
あ
り
が
と
う
」。

二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
人

前
の
大
人
に
な
れ
た
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま

だ
全
然
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
、
支
え
ら
れ
て

生
き
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

少
し
ず
つ
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
と
し
て
良
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の
判

断
を
し
っ
か
り
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報せきかわ　2008・８月号９

成人式は私たちが盛り上げる
実行委員 山口淳一（蛇喰）・駒沢裕輝（下関）・伊藤　香（下川口）

須貝朋美（中束）・佐藤宏助（下関）・河内麻里（沢）

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

20
年
前
の
成
人
式▲ 昭和６２年度の新成人は、昭和４１年度生まれの

１１０人（男性５３人・女性５７人）

【
日
本
・
世
界
の
で
き
ご
と
】

▽
国
鉄
が
民
営
化
し
Ｊ
Ｒ
発
足
（
４．

１
）

▽
広
島
カ
ー
プ
衣
笠
選
手
が
二
千
百
三
十
一

回
連
続
試
合
出
場
の
世
界
新
記
録
樹
立

（
６．

１３
）

▽
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
世
界
最
高
水
準
の

長
寿
国
（
７．

９
）

▽
世
界
人
口
が
五
十
億
人
突
破
（
７．

１１
）

▽
俳
優
・
石
原
裕
次
郎
が
死
去
。
享
年
五
十

二
歳
（
７．

１７
）

▽
東
北
自
動
車
道
が
全
線
開
通
（
９．

９
）

▽
お
ニ
ャ
ン
子
ク
ラ
ブ
解
散
（
９．

２０
）

▽
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
が
大
暴
落
（
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）
（
１０．

１９
）

▽
竹
下
登
内
閣
が
発
足
（
１１．

６
）

▽
「
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
」
（
１１．

２９
）

▽
第
１５
回
冬
季
カ
ル
ガ
リ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
幕
（
２．

１３
）

▽
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
３．

１３
）

▽
東
京
ド
ー
ム
完
成
（
３．

１７
）

【
こ
の
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
】

▽
愚
か
者
（
近
藤
真
彦
）

▽
君
だ
け
に
（
少
年
隊
）

▽S
T
A
R
L
IG
H
T

（
光
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
）

▽S
tra
w
b
e
rry

T
im
e

（
松
田
聖
子
）

▽
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
（
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
）

▽
輝
き
な
が
ら
…
（
徳
永
英
明
）

▽S
H
O
W
M
E

（
森
川
由
加
里
）

【
こ
の
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
】

▽
新
語
部
門
―
金
賞
　
　
「
マ
ル
サ
」

▽
流
行
語
部
門
―
金
賞
　
「
懲
り
な
い
○
○
」
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「「長長寿寿医医療療制制度度（（後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度））」」ののおお知知ららせせ
VVooll ..２２ 制制度度のの一一部部見見直直しし等等ににつついいてて

保険料の納付が困難なときは…

保険料を納めるのが困難なときは、

お早めに健康福祉課福祉保険班まで

ご相談ください。

分割などの納付方法についてご相談

に応じます。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に関する問い合わせ先　　健康福祉課福祉保険班　 ６４－１４７２

１．制度の一部見直しについて

○保険料の納め方の変更について（年金からの納付対象者）

長寿医療制度の保険料については、原則として年金からの納

付となっていますが、制度の一部見直しに伴い、下記のいずれ

かの要件を満たす方は、保険料を口座振替で納付することが可

能となります。

年金からの納付対象となっている方で、口座振替に変更を希

望される方は、役場健康福祉課へお申し出ください。

なお、手続きの際には、口座振替用の通帳及び通帳の印鑑が

必要となりますので、ご用意ください。

【口座振替に変更できる方】

◇国民健康保険の保険料を確実に納付していた方（本人）が、口座から納付する場合

◇年金収入が１８０万円未満の方で、世帯主又は配偶者の口座から納付する場合

２．会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者であった方へ

長寿医療制度加入前日まで、会社の健康保険などの被用者保険の被扶

養者であった方も、新たに保険料を納めていただきます。

ただし、特別措置として平成２０年４月から９月までは保険料の負担は

なく、１０月から翌年３月までは本来の保険料額を９割軽減し、１割負担

となります。

７月中旬にお知らせした保険料が１，７００円（１割負担）となっていない

場合は、役場健康福祉課までご連絡ください。

適　用　期　間
軽　減　内　容

所 得 割 額 均 等 割 額

かかりません かかりません

かかりません

平成２０年４月

～平成２０年９月

平成２０年１０月

～平成２１年３月

９ 割 軽 減

（軽減後の額１,７００円）
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議会の
動 き

7／17 開会

七
月
臨
時

村

議

会

専
　
決

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

＊
―
国
民
健
康
保
険
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
、
条
例
を
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

契
　
約

■
関
川
小
学
校
建
設
に
伴
う
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
新
築
本
体
工
事

契
約
金
額

十
一
億
五
千
五
百
万
円

契
約
相
手
方

植
木
・
田
中
・
鈴
木
土
建
特
定

共
同
企
業
体

▽
新
築
電
気
設
備
工
事

契
約
金
額

一
億
三
千
百
十
万
三
千
円

契
約
相
手
方

ユ
ア
テ
ッ
ク
・
加
賀
屋
特
定
共

同
企
業
体

▽
新
築
機
械
設
備
工
事

契
約
金
額

二
億
四
百
七
十
五
万
円

契
約
相
手
方

旭
・
須
貝
特
定
共
同
企
業
体

補

正

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
三
十

三
万
円
を
追
加
し
、
総
額
四
十
七

億
二
千
百
十
三
万
円
と
す
る
。

発
　
委
　
案

■
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

＊
―
現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
」
が
平
成
二
十
二

年
度
末
で
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
要

望
す
る
も
の
で
す
。

「関川小学校」の
新築工事がスタートします
平成２２年４月開校の「関川小学校」新校

舎建設に伴う入札が行われ、請負業者が決定

しました。今後、夏休み期間から解体工事が

始まります。ご理解、ご協力お願いします。

■関川小学校新築本体工事

■関川小学校新築電気設備工事

■関川小学校新築機械設備工事

工　　期 いずれも平成２０年７月１７日から

平成２２年３月２３日（６１５日間）

※契約金額・請負業者は、右の「議会の動き」

をご覧ください。

■関川小学校新築関連解体（ 期）工事

契約金額 ３７，８００，０００円

請負業者 鈴木土建

工　　期 平成２０年７月２２日から

平成２０年９月２９日（７０日間）

一般会計と９つの特別会計及び水道事業会計の決算がまとまりましたので、その概要をお知らせします。この決算は、
村議会９月定例会で認定に付される予定です。
一般会計では、関川中学校耐震補強工事と統合小学校の調査設計を実施したことによって前年より増加しました。また、

簡易水道事業特別会計の増加は、金丸地区配水池移設整備工事の実施によるものです。

平成19年度決算をお知らせします（速報）

各会計の決算状況

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

診 療 所 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

村 有 温 泉 特 別 会 計

宅 地 等 造 成 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

公 共 下 水 道 特 別 会 計

農業集落排水特別会計

歳　　入

46億8,452万円

歳　　出 差　　引前年度比 前年度比

45億9,967万円 8,485万円2.4％ 2.3％

7億9,136万円 7億5,719万円 3,417万円3.7％ 5.6％

1億3,332万円 1億2,540万円 792万円21.6％ 24.8％

8億9,574万円 8億7,714万円 1,860万円1.8％ △1.0％

6億8,827万円 6億8,381万円 446万円△2.6％ △0.7％

592万円 537万円 55万円3.8％ 10.6％

3,023万円 2,375万円 648万円△7.1％ 111.3％

1億6,754万円 1億6,554万円 200万円227.9％ 236.6％

9億3,375万円 9億2,432万円 943万円△4.2％ △4.6％

8,554万円 8,359万円 195万円8.8％ 8.4％

水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額4,012万円は、過年度損益勘定留保資金で補填しました。

収 入（収益） 支 出（費用） 差　　引前年度比 前年度比

1億0,022万円 9,802万円 220万円△9.9％ △8.4％

1億1,495万円 1億5,507万円 △4,012万円5.2％ 11.3％
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村のわだい TOP I CS

＊
「
平
成
の
名
水
百
選
」

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク

環
境
大
臣
か
ら
認
定
書
を
受
領

清
流
・
荒
川
が
「
平
成
の
名
水

百
選
」
に
選
定
さ
れ
、
認
定
書
交

付
式
が
六
月
二
十
五
日
、
東
京
都

江
東
区
に
あ
る
清
澄
庭
園
「
大
正

記
念
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
書
交
付
式
に
は
、
荒
川
流

域
市
町
村
（
村
上
市
・
胎
内
市
・

関
川
村
）
を
代
表
し
て
、
平
田
大

六
村
長
が
出
席
。
鴨
下
一
郎
環
境

大
臣
か
ら
直
接
、
認
定
書
を
受
け

と
り
ま
し
た
。

荒
川
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
十

「
平
成
の
名
水
百
選
」

認
定
書

鴨
下
一
郎
環
境
大
臣
と

平
田
大
六
関
川
村
長

▲

七
年
ま
で
、
河
川
水
質
調
査
ラ
ン

キ
ン
グ
で
三
年
連
続
一
位
に
輝
き
、

現
在
も
水
質
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
清
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
田
村
長
は
「
今
回
の
基
準
の

一
つ
は
、
地
域
に
守
ら
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
水
で
し
た
。
宝
と
し
て

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
平
成
の
名
水
百
選
認
定
書
」

は
、
役
場
庁
舎
一
階
の
ロ
ビ
ー
に

て
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願

七
月
五
日
、
本
格
的
な
夏
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
自
然
環
境

管
理
公
社
主
催
の
「
山
・
川
・
観

光
施
設
安
全
祈
願
祭
」
が
、
お
お

い
し
自
然
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、

国
、
県
、
村
の
関
係
者
な
ど
約
三

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
田
大
六
村
長
は
「
今
後
と
も

い
っ
そ
う
安
心
・
安
全
に
心
掛
け
、

観
光
施
設
が
繁
盛
す
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
村
を

訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
や
そ
れ
に

従
事
す
る
皆
さ
ん
の
シ
ー
ズ
ン
中

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

自
然
の
豊
か
さ
を
存
分
に
楽
し

め
る
関
川
村
。
事
故
の
無
い
よ
う

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「短冊に
願いを
込めて」

七
月
七
日
、
大
島
保
育

園
で
「
七
夕
飾
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
一
本
の
大

き
い
竹
に
は
、
折
り
紙
な
ど
で
作

っ
た
ち
ょ
う
ち
ん
や
、
お
家
の
人

と
一
緒
に
考
え
た
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
も
合
わ
せ
て
飾
り
付
け
ま

し
た
。

短
冊
に
は
「
プ
ー
ル
で
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
「
う
ん
て
い

が
全
部
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

な
ど
の
願
い
事
や
夢
の
ほ
か
「
お

い
し
い
カ
レ
ー
が
作
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
合

宿
保
育
で
の
目
標
が
書
か
れ
、
み

ん
な
で
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

短
冊
に
書
か
れ
た
願
い
事
は
、

き
っ
と
空
の
天
の
川
ま
で
届
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲
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これからも
一層のご活躍を

～ 第３８回　老人クラブ大会 ～

七
月
三
日
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
吉
田
明
雄
会
長
）
主
催
の

「
第
三
十
八
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

が
村
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

会
員
四
百
二
十
五
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
吉
田
会
長
が
「
会

員
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
毎
年
参
加

し
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
が
目
指
す
の
は
、
健

康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
明
る

い
地
域
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
平
田
大
六
村
長
は
「
皆
さ

ん
に
は
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
へ

の
見
本
、
ご
指
導
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
大
会
で
は
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
し
た
皆

さ
ん
や
加
入
促
進
に
尽
力
し
た
老

人
ク
ラ
ブ
を
表
彰
。
ま
た
、
結
婚

五
十
周
年
の
金
婚
夫
婦
二
十
六
組

に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

―
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
表
彰
―

▽
高
橋
　
貞
二
（
大
石
）

▽
渡
辺
　
チ
イ
（
上
関
）

▽
長
野
　
高
威
（
上
土
沢
）

▽
須
貝
　
ケ
エ
（
高
田
）

▽
大
島
　
平
二
（
上
野
新
）

▽
立
野
　
く
み
（
上
野
）

▽
佐
藤
　
ア
イ
（
朴
坂
）

▽
佐
藤
　
定
吉
（
蔵
田
島
）

▽
池
田
　
シ
ズ
（
下
川
口
）

▽
本
間
　
サ
ツ
（
小
見
）

▽
本
間
　
鉄
男
（
安
角
）

▽
近
　
　
正
男
（
蛇
喰
）

▽
小
野
美
枝
子
（
下
関
）

―
加
入
促
進
に
尽
力
―

▽
大
島
高
砂
会

（
高
橋
喜
八
郎
会
長
）

▽
中
束
老
人
ク
ラ
ブ

（
中
束
　
八
郎
会
長
）

▽
朴
坂
睦
会

（
石
山
　
良
平
会
長
）

―
加
入
率
九
割
以
上
―

▽
松
平
松
寿
会

（
長
田
　
　
茂
会
長
）

「
人
は
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
る
」

女
川
小
学
校
で
人
権
教
室

子
ど
も
た
ち
に
「
人
権
」
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
村
上

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
の

「
人
権
教
室
」
が
、
六
月
二
十
六

日
、
女
川
小
学
校
の
全
校
児
童
六

十
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
人
権
擁
護

委
員
の
富
樫
勇
巳
さ
ん

（
村
上
市
）。
人
と
い

う
字
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の

歌
詞
、
留
学
生
の
体
験

談
の
話
か
ら
、
い
じ
め

問
題
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
授
業
を
進

め
ま
し
た
。
富
樫
さ
ん

は
「
自
分
の
命
を
大
切

に
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
大
事
に
し
て

い
じ
め
た
り
し
な
い
こ

と
。
互
い
に
思
い
や

り
、
や
さ
し
さ
を
忘
れ

交交交交
通通通通
安安安安
全全全全
表表表表
彰彰彰彰

＊
敬
称
略

■
交
通
安
全
功
労
者
交
通
安
全
対

策
連
絡
協
議
会
長
表
彰

▽
松
田
隆
榮
（
下
関
）

（
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部
中
央

支
会
支
会
長
）

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交

通
安
全
協
会
長
表
彰
（
村
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
６
５
日
達
成
）

※
３
年
連
続
の
受
章

▽
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部

な
い
よ
う
に
」
と
、
子
ど
も
た
ち

と
約
束
し
ま
し
た
。

鈴
木
カ
ノ
ン
さ
ん
（
六
年
・
南

中
）
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
。
や
っ
ぱ
り
い
じ
め
は

良
く
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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高齢者の交通事故多発!!
○体調が悪いときは運転を控えて！
・運転中に意識を失うなど、事故を起こすドライバーが少なくありません。

・服用した薬の影響で心身機能が低下する危険もあります。

○75歳以上は紅葉マークを付けて運転・

車に乗ったら全席シートベルトを着用！

○交差点ではよく確認して！（運転中、歩行中とも）
・車がまだ遠くにいるように見えても、車が通り過ぎるまで待ちましょう。

○自転車の運転は体力に合わせ、交通ルールを守って！
・左側通行を守りましょう。70歳以上の方は、「自転車通行可」の標識が

なくても、歩道を通行できます（右側でも可）。

・荷物を多く積んで、ジグザク運転になってしまうときなどは、運転せず押して歩きましょう。

・左折のときでも、一時停止の標識があるところは、必ず止まって安全を確認しましょう。

認知症の兆候がある方には車を運転させないようにしたり、高齢者と交通安全について話

し合ったりしましょう。また、自転車を運転していて、背後から来た車に驚いて転倒し、ケガをしてしまう

ケースがあります。高齢者を見かけたら、徐行するなど、思いやりのある運転をしましょう。

9／11（木）18時30分 開演

会場：村民会館アリーナ

災害列島ニッポンで、愛のために闘う人びと
勇気と愛と心の楽しさが踊るミュージカルプレイ

今、日本を襲っている災害は地震や洪水、火事だ
けではない。地方の財政難もまた災害のように直撃
している。あなたときみの大切な家族や命を災害か
ら守るのは誰だ！それはご近所の底力・助け合いと
自分の暮らす地域への愛だ！
この物語は、若くせつない愛と、年季の入った夫

婦の愛、７０歳を迎えた第２の人生に再び恋の炎を
燃やす愛。いくら消防団でも愛の炎は消せないが、
愛は連帯をつくり人びとを災害から立ち上がらせて
くれる。人生は楽しいと。
○前売り券 ３，０００円（当日券３，５００円）
○問い合わせ先 村民会館　�６４－２１３４

家族みんなで

お越しください! !

ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演ふるさとキャラバン公演

高齢者交通安全ゲートボール大会

高齢者の方は特に

周りの人も
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保険料免除制度があります!!
経済的な理由等で国民年金の保険料を納めることが

困難な場合には、申請により保険料の納付が免除され
る「保険料免除制度」があります。

国民年金

全額免除制度

保険料の全額（14 ,410円）が免除

全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、年金額が１/３として計算されます。

☆☆全額免除となる所得の「めやす」☆☆

前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること

（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円

※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範囲内である必要があります。

※平成20年４月～６月分の申請については、前々年（平成18年）の所得で審査を行います。

一部納付（一部免除）制度

保険料の一部を納付、残りの保険料は免除

一部納付は３種類です。それぞれの納付額と年金額の計算は次のとおりです。

・４分の１納付（３,６００円） →　年金額１／２　※平成18年７月実施

・半 額 納 付（７,２１０円） →　年金額２／３

・４分の３納付（１０,８１０円）→　年金額５／６　※平成18年７月実施

☆☆一部納付となる所得の「めやす」☆☆

前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること

○４分の１納付　→　178万円　＋　扶養親族等控除額　＋　社会保険料控除額等

○半 額 納 付　→　118万円　＋　扶養親族等控除額　＋　社会保険料控除額等

○４分の３納付　→　158万円　＋　扶養親族等控除額　＋　社会保険料控除額等

※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範囲内である必要があります。

※平成20年４月～６月分の申請については、前々年（平成18年）の所得で審査を行います。

（注）一部納付制度は、納付すべき一部の保険料を納付されない場合、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の
（ 額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合がありますのでご注意ください。

免除された期間の保険料と年金はどうなるの？

○保険料の全額免除や一部納付等の承認を受けた期間は、保

険料を全額納付したときに比べ、将来受ける年金額が少な

くなります。

○そこで、これらの期間は、10年以内（平成10年４月分は

平成20年４月まで）であれば、あとから保険料を納める

こと（追納）ができます。

○追納する場合は、保険料免除等の承認を受けた期間の翌年

度から起算して、３年度目以降に保険料を追納すると、当

時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

○なお、平成20年度中に追納する場合の加算額を加えた追納

額は、右表のとおりです。 平成17年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。

免除の承認を受けた年度の保険料を平成20年度に
追納する場合の額

平成10年 度 の 月 分

平成11年 度 の 月 分

平成12年 度 の 月 分

平成13年 度 の 月 分

平成14年 度 の 月 分

平成15年 度 の 月 分

平成16年 度 の 月 分

平成17年 度 の 月 分

平成18年 度 の 月 分

平成19年 度 の 月 分

半額免除全額免除

―

―

―

―

7 ,090円

16 ,590円

15 ,950円

15 ,320円

14 ,740円

14 ,180円

6 ,980円13 ,970円

6 ,880円13 ,770円

6 ,910円13 ,810円

6 ,930円13 ,860円

7 ,050円14 ,100円
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いきいきライフいきいきライフ

脱脱脱脱水水水水・・・・熱熱熱熱中中中中症症症症にににに

注注注注意意意意ししししままままししししょょょょうううう！！！！
暑さ対策を

心がけてますか？

体における暑さへの適応

暑い季節に入ると、体は３～４日で汗をかく

反応が早くなって体温上昇を防ぐようになりま

す。そして３～４週間ほどかけて、無駄な塩分

を出さずに汗をかける体になります。

そのため、次の場合は特に注意しましょう。

急に暑くなる日、熱帯夜の翌日、体が暑さに

慣れていない状態、個人的な状況（夜ふかし・

寝不足、クーラーなどに頼りきっている、下痢

や発熱・体調不良、食欲低下・水分を控えてい

る）により、体調がおもわしくない時など。

規則正しい生活と水分摂取が鍵! !

次のことを参考に、暑さ対策を心がけましょ

う。

□直射日光をなるべく当たらないように、帽子

や日傘、日陰を利用する。

□気温が低い時間帯に活動する。（朝、夕方など）

□外出や運動の前には、水分を必ずとる。

□発汗時やのどが渇いたら、水分補給をする。

□飲み物を持って、出かける。

□舌にうるおいがない・舌に縦じわができてい

る時は、渇きのサインです。水分補給をしま

しょう。

□起床時、10時、各食事時、15時、夕方、入浴

前後、寝る前などに水分補給を心がける。

□入浴はぬるま湯で短時間に済ませる。

□クーラー等を上手く利用する。（直接風を向け

ない、外気温との差は５℃以内で設定する）

☆脱水と熱中症を予防しましょう☆

とても暑い季節となりました。

こうした季節には、脱水・熱中症への注意が

必要です。特に、乳幼児や中・高校生、中年層、

高齢者の被害が多いといわれています。乳幼児

は、暑熱下で自動車に閉じこめられる事故など

が多く、中・高校生ではスポーツが中心、中年

層では労働や運動によるケースが多くあります。

また、高齢者は、日常生活・家の中での発生も

増えています。脱水・熱中症にならないために

も、意識して予防に努めましょう。

各年代にみられる傾向

●子ども

地面に近いほど気温が高くなるため、脱水・

熱中症になりやすい環境にいます。周りの熱を

受けやすく、発汗機能が未発達なために熱を逃

がしにくい年代です。

●中年層

労働や運動中に多いです。特に午前からの暑

さや疲れの蓄積から、午後に脱水・熱中症を起

こすケースが多いようです。

●高齢者

汗が出にくくなり、尿として体の水分が出て

いきやすい特徴があります。また、脱水の自覚

症状を軽視しがち・水分を控えがち、クーラー

の利用を避ける傾向があります。

各年代にみられる傾向 規則正しい生活と水分摂取が鍵! !

体における暑さへの適応
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「
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
」

今
年
も
各
種
検
診
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
が
ん
は
大
き
く

分
け
て
「
早
期
が
ん
」
と
「
進
行

が
ん
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

進
行
が
ん
は
、
症
状
を
伴
っ
て

発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
早
期
が
ん
の
場
合
、
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
早
期
が
ん
は
見
つ

け
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
ま
ず
見
つ

か
ら
な
い
病
気
で
す
。

一
般
的
に
が
ん
は
、
早
く
見
つ

か
る
と
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
早
期
で
発
見
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
意
味
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
完
治
の
確
率
の
違
い
で

す
。
大
腸
が
ん
の
デ
ー
タ
で
は
、

進
行
度
�
（
い
わ
ゆ
る
早
期
が
ん
）

で
の
発
見
か
ら
五
年
の
生
存
率
が

九
〇
・
六
％
に
対
し
て
、
進
行
度

�
（
最
も
進
行
し
た
が
ん
）
で
は

一
三
・
二
％
と
大
き
く
生
存
率
が

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
治
療
の
選
択
肢
で

す
。
今
は
腹
腔
鏡

ふ
く
く
う
き
ょ
う

手
術
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が

少
な
く
、
回
復
の
早
い
手
術
が
可

能
で
す
。
当
院
で
も
昨
年
度
か
ら

導
入
し
、
お
年
寄
り
の
方
や
持
病

を
お
持
ち
の
方
で
も
順
調
に
回
復

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
低
侵
襲

て
い
し
ん
し
ゅ
う

手

術
は
主
に
早
期
が
ん
の
方
が
対
象

と
な
る
た
め
、
こ
ち
ら
も
早
期
発

見
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

最
後
の
一
つ
は
経
済
的
な
問
題

で
す
。
発
見
が
遅
れ
、
手
術
が
大

き
く
な
り
、
回
復
に
時
間
が
か
か

っ
て
入
院
が
長
引
き
、
手
術
後
に

追
加
の
化
学
療
法
な
ど
を
必
要
と

す
る
と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
治
療
に

お
金
が
多
く
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
た
だ
で
さ
え
病
気
で
大
変
な

と
こ
ろ
に
、
経
済
的
に
も
苦
し
く

な
り
か
ね
な
い
と
い
う
点
が
あ
り

ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
、
が
ん
の
治
療

で
は
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

患
者
さ
ん
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
い

え
ま
す
。

が
ん
を
早
期
で
見
つ
け
よ
う
と

す
る
検
査
が
、
が
ん
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
で
す
。

が
ん
（
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
）

は
、
一
年
の
う
ち
に
大
き
く
進
行

す
る
も
の
は
稀
で
す
。
そ
の
た
め
、

が
ん
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
毎
年

受
診
し
て
お
く
と
、
ま
だ
日
が
浅

い
早
期
が
ん
で
見
つ
か
る
可
能
性

が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

村
上
市
・
関
川
村
で
は
、
年
度

末
に
翌
年
の
が
ん
検
診
を
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

各
種
検
診
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
急
ぎ
の
方
や
よ
り
詳

し
い
検
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

当
院
で
人
間
ド
ッ
ク
を
予
約
制
で

受
け
付
け
て
い
て
、
各
種
が
ん
検

診
を
含
む
全
身
検
査
を
半
日
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
間
ド
ッ
ク

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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g
e
n
d
o
.h

tm

ま
た
、
坂
町
病
院
の
人
間
ド
ッ

ク
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

県立坂町病院

外科 佐 藤 洋

みんなで守ろう

圏域の救急医療!!
～昼間に体調がおかしいと思ったら

早めにかかりつけ医を受診しましょう～

最近、「日中は用事があって忙しい」「日

中は待ち時間が長い」などの理由で、日中の

診察時間内に受診せず、夜間や休日の救急外

来を受診する方が増加しています。

このような状況が増えると、医師に過大な

負担がかかり、重症な患者さんへの対応が遅

れたり、過労によって翌日の診療に支障をき

たすことにもなります。

圏域の救急医療を守るため、可能な限り、

通常の診療時間内に、かかりつけ医を受診し

ましょう。



□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

１８広報せきかわ　2008・８月号

学 習

い
き

い
き
学習 のびのび

ス
ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室

キラキラ輝く太陽と、空から降り注ぐように鳴くセミの声が夏本番を感じさせます。暑い夏の午後はぜ

ひ、図書館へおいでください。ゆったりとくつろげる空間を準備しております。

図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「自然は楽しい！野外生活雑学図鑑」
アウトドアライフを楽しむ会 著　786シ

夏です！アウトドアライフを思い

っきり楽しんじゃいましょう! !で

も、どうしたら上手くいく？大丈夫。

この本が一挙解決してくれます。

「よあけ」
ユリー・シュルヴィッツ　Ｅシ

ぜひ一度は読んでいただきたい作家

の一冊です。とにかく絵が美しく、深

い。読み終わったあとには美術館に行

ってきたような満足感が得られます。

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … ９(土)、24(日)

大島～大石～片貝方面 … ３(日)、16(土)、31(日)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

９月は、20日土曜日に開

催します。お楽しみに！

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みします

おはなしのかい
今月はお休みしますおしらせおしらせ

初夏の高原を楽しむ

～ 健康登山

in  西吾妻山 ～

七
月
五
日
、
七
回
シ
リ
ー
ズ
の

「
健
康
登
山
」
の
第
四
回
が
行
わ

れ
、
西
吾
妻
山
（
山
形
県
米
沢

市
・
二
〇
三
五
�
）
の
登
頂
を
目

指
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
リ

フ
ト
を
使
い
な
が
ら
の
全
行
程
約

六
時
間
の
コ
ー
ス
。
参
加
し
た
三

十
四
人
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
絶

好
の
登
山
日
和
の
な
か
、
残
雪
や

高
山
植
物
を
鑑
賞
し
な
が
ら
気
持

ち
よ
く
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

次
回
の
健
康
登
山
は
、
三
年
間

の
集
大
成
と
し
て
村
内
一
の
高

峰
・
杁
差
岳
（
一
六
三
六
・
四
�
）

の
登
頂
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
立
近
代
美
術
館

巡
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
と
み
ち
の
館

で
開
催
中

県
立
近
代
美
術
館
の
巡
回
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
、
せ
き
か
わ
歴
史
と

み
ち
の
館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本

画
や
洋
画
、
工
芸
、
彫
刻
な
ど
全

二
十
一
点
。
作
品
一
つ
ひ
と
つ
に

芸
術
家
の
感
性
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

巡
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
八
月

十
九
日
ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
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あなたに直撃 �６４

広報せきかわ　2008・８月号１９

７月２５日に上越リージョンプラザで開催さ

れる、県中学校総合体育剣道大会へ出場を決め

た、関川中学校女子剣道部キャプテンの本田睦

さんにお話しを聞きました。

―団体戦で県大会の出場を決めましたが、県大

会での目標は？

初めての県大会なので、自分たちの力がどこ

まで通用するのか分かりませんが、少しでも悔

いの残らないように、今までで一番良い試合を

してきたいと思います。

―これまでどのような練習を積んできたのです

か？

毎日の練習はとてもつらく、きついものでし

たが、これまでの練習のおかげで県大会への切

符を得られたのだと思います。

―キャプテンということもあり、部員をまとめ

るのは大変なのでは？

部員をまとめたりするのは苦手でとても大変

でしたが、部員のみんなが支えてくれたので、

これまで部長をやってこれたと思っています。

―それでは将来の夢は？

具体的に将来の夢は決まっていませんが、今、

私がやれることをしっかりやっていきたいと思

います。大好きな剣道は、これからも続けてい

きたいと思います。

本

田

睦む
つ
み

さ
ん

本

田

睦
さ
ん

（
関
川
中
学
校
３
年
・
辰
田
新
）

村内全校児童を対象に

小学生交通安全教室開催

～県警音楽隊の生演奏も～

七
月
一
日
、
小
学
生
を
対
象
に

し
た
「
交
通
安
全
教
室
・
県
警
音

楽
隊
演
奏
会
」
が
村
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
を
学
び
な

が
ら
生
の
音
楽
に
触
れ
合
っ
て
も

ら
お
う
と
村
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
村
内
五
つ
の
小
学

校
の
全
校
児
童
と
一
般
の
方
な
ど

約
四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
は
、
低
・

中
・
高
学
年
の
代
表
児
童
が
交
通

安
全
作
文
を
発
表
。
ま
た
、
村
上

警
察
署
交
通
課
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

夏
休
み
を
前
に
し
た
自
転
車
の
乗

り
方
や
信
号
・
標
識
の
見
方
、

「
い
か
の
お
す
し
」
の
話
し
な
ど

実
演
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
学
び

交
通
安
全
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
村
上
警
察
署
の
皆
さ
ん

大
会
結
果

連
盟
会
長
杯

野
球
大
会

■
期
日

７
月
６
日

■
会
場

村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
結
果

優
　
勝
　
下
　
関

準
優
勝
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス

第
３
位
　
上
関
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

同
　
　
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
胎
内
市
）

▼

ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
会
で
は
、
県
警
音

楽
隊
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
皆
さ

ん
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ

ド
レ
ー
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

渡
邉
な
な
さ
ん
（
関
小
六
年
・

上
関
）
は
「
県
警
音
楽
隊
や
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
の
皆
さ
ん
は
迫
力
が

あ
っ
て
格
好
よ
か
っ
た
で
す
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
作
文
発
表
児
童
」

＊
敬
称
略

■
低
学
年

▽
伊
藤
あ
す
か
（
２
年
・
南
中
）

■
中
学
年

▽
高
橋
　
寛
道
（
４
年
・
上
土
沢
）

■
高
学
年

▽
佐
藤
　
由
季
（
６
年
・
安
角
）
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「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

「
が
ん
ば
れ
！

関
川
っ
子
」

七
月
十
八
日
、
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
（
伝
信

男
会
長
）
は
、
「
が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子
」
激
励
会
を

村
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

激
励
会
に
は
、
村
教
育
委
員
会
や
体
育
指
導
員
な
ど

関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
。
全
国
大
会
や
北
信
越
大
会

に
出
場
す
る
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

＊写真は激励会に出席された方のみ掲載しています。

《
選
手
紹
介
》
＊
敬
称
略

―
全
国
大
会
出
場
選
手
―

■
わ
ん
ぱ
く
相
撲

▽
小
池
　
一
毅
（
関
小
学
校
６
年
・
下
関
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▽
細
野
　
愛
理
（
荒
川
高
校
１
年
・
下
関
）

▽
松
田
　
瑞
紀
（
荒
川
高
校
１
年
・
上
関
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▽
渡
辺
　
未
紅
（
荒
川
高
校
２
年
・
下
関
）

■
剣
道

▽
山
口
　
拓
郎
（
荒
川
高
校
２
年
・
辰
田
新
）

■
柔
道

▽
新
野
　
竜
弥
（
荒
川
高
校
２
年
・
金
丸
）

―
北
信
越
大
会
出
場
選
手
―

■
硬
式
野
球

▽
伊
藤
　
直
輝
（
日
本
文
理
高
校
２
年
・
上
関
）

▽
平
田
　
圭
佑
（
村
上
桜
ケ
丘
高
校
２
年
・
平
内
新
）

▽
平
田
　
優
太
（
村
上
桜
ケ
丘
高
校
２
年
・
小
見
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▽
松
田
　
遥
子
（
新
発
田
商
業
高
校
３
年
・
下
関
）

▽
加
藤
　
愛
夢
（
新
発
田
商
業
高
校
２
年
・
鮖
谷
）

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▽
近
　
　
明
宏
（
新
発
田
南
高
校
３
年
・
高
田
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▽
河
内
麻
衣
子
（
新
発
田
南
高
校
３
年
・
湯
沢
）

■
ラ
グ
ビ
ー

▽
伊
藤
　
大
貴
（
新
発
田
南
高
校
３
年
・
沼
）

■
弓
道

▽
加
藤
　
冬
樹
（
新
発
田
南
高
校
３
年
・
鮖
谷
）

�男子低学年リレー

�高井和人（高瀬・１年）・高橋　慧（大石・２
年）・津野祐真（湯沢・１年）・近　正人（幾
地・２年） 記録５０秒５７　 ※県大会種目なし

《各種競技》

■軟式野球 ※県大会出場ならず
■バスケットボール � ※県大会出場
■バレーボール � ※県大会出場ならず
■ソフトテニス　団体 ※県大会出場ならず
■剣道　�女子団体 � ※県大会出場
■柔道　�男子団体 � ※県大会出場

�男子個人

66kg級 �鈴木　耀太（下関・３年）
73kg級 �高橋　　慧（大石・２年）
81kg級 �近　賢太朗（宮前・３年）

�女子個人

48kg級 �加藤　亜夢（鮖谷・３年）
70kg級 �黒木　優美（山本・３年）

～以上県大会出場～

《陸上大会》

�男子四種競技

�近　　正人（幾地・２年） 記録１,８３２点
�男子走高跳

�近　　正人（幾地・２年） 記録１ｍ６０ｃｍ
�女子走高跳

�伊藤恵里香（下関・２年） 記録１ｍ３５ｃｍ
�女子走幅跳

�近　　美里（辰田新・１年） 記録４ｍ４０ｃｍ
�女子砲丸投

�近　　美咲（辰田新・３年） 記録１０ｍ４０ｃｍ
～以上県大会出場～

下越中学校体育大会
陸上競技大会が７月３日・４日、各種大会が７

月９日・１０日にそれぞれ行われ、関川中学校の
生徒が活躍しました。（○数字は順位・敬称略）
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広報せきかわ　2008・８月号２１

随
想
リ
レ
ー
53

先生から
先生に

私
の
小
学
校
時
代
の
夏
休
み
は
、
午
前
六
時

の
起
床
で
始
ま
り
ま
し
た
。
近
所
の
お
寺
へ
行

き
、
ラ
ジ
オ
の
準
備
を
し
て
、
子
ど
も
会
の
み

ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
す
。

家
に
帰
っ
て
朝
食
を
食
べ
、
勉
強
と
一
日
分

の
手
伝
い
を
し
て
出
発
を
待
ち
ま
す
。

九
時
と
同
時
に
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
集

合
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
陣
取
り
ゲ
ー
ム
、

お
寺
へ
移
動
し
て
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
に
警

察
官
ご
っ
こ
と
続
き
ま
す
。

家
へ
帰
っ
て
昼
食
を
食
べ
て
、
午
後
の
部
は

川
で
の
水
泳
で
始
ま
り
ま
す
。
カ
メ
や
ウ
ナ
ギ

を
捕
ま
え
た
り
、
深
い
淵
で
飛
び
込
ん
だ
り
、

あ
る
時
は
山
奥
の
川
で
巨
大
な
生
物
を
捕
ま
え

た
り
も
し
ま
し
た
。

夕
方
は
、
ま
た
友
だ
ち
と
山
へ
昆
虫
採
集
に

出
か
け
ま
す
。
セ
ミ
に
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
を
捕

ま
え
ま
し
た
。
国
の
チ
ョ
ウ
と
し
て
有
名
な
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
も
時
々
捕
ま
え
ま
し
た
。
標
本
作

り
に
熱
中
し
ま
し
た
。

朝
四
時
に
友
だ
ち
と
山
へ
行
き
、
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
虫
か
ご
に
一
杯
捕
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
後
で
、
逃
が
し
ま
し
た
）。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
毎
日
規
則
正
し
く
た
っ

ぷ
り
と
遊
び
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
自
然
や
生

き
物
が
大
好
き
で
す
。

関
川
村
に
も
、
素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
大
切
に
し
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
大
人
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

９月１日号は、本間直也校長（関小）に

バトンタッチ！

川村三千男先生
（川北小学校 校長）

大
会
結
果

＊
敬
称
略

第
26
回

新

潟

マ

ス

タ

ー

ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

■
期
日

６
月
８
日

■
会
場

新
潟
市
陸
上
競
技
場

■
成
績

▽
800
ｍ
走
（
70
歳
以
上
の
部
）

第
１
位
　
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
）

記
録
　
３
分
６
秒
３３

（
大
会
新
）

日
清
食
品
カ
ッ
プ

第
24
回

全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会

新

潟

県

予

選

会

▽
400
ｍ
走
（
70
歳
以
上
の
部
）

第
１
位
　
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
）

記
録
　
１
分
１９
秒
１８

▽
100
ｍ
走
（
70
歳
以
上
の
部
）

第
２
位
　
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
）

記
録
　
１５
秒
６２

■
成
績

▽
女
子
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー

第
７
位
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

記
録
　
１
分
１
秒
５２

《
出
場
選
手
》

渡
辺
　
　
晶
（
下
関
）

渡
辺
　
　
舞
（
上
関
）

鈴
木
カ
ノ
ン
（
南
中
）

大
島
　
佳
乃
（
上
野
新
）

第
14
回

教

育

委

員

長

杯

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
結
果

優
　
勝
　
豊
球
会
（
新
発
田
市
）

準
優
勝
　
緑
町
三
丁
目

（
新
発
田
市
）

第
３
位
　
セ
ン
ガ
リ
（
新
発
田
市
）

同
　
　
関
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛

好
会

第
22
回

高
齢
者
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

準
優
勝
　
上
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

第
３
位
　
高
　
田

敢
闘
賞
　
も
ん
じ
ゃ
チ
ー
ム

■
期
日

６
月
２９
日

■
会
場
　
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

■
期
日

７
月
１３
日

■
会
場

村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
期
日

７
月
２４
日

■
会
場

ふ
れ
あ
い
ど
〜
む

■
結
果

優
　
勝
　
あ
だ
る
が
ネ
ン
シ
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２２広報せきかわ　2008・８月号

� なすはへたを落とし、１センチ角に切って水にさらし、
水気をきる。玉ねぎは、粗みじん切りに切る。しいたけ

は、１センチ角に切る。

� フライパンにサラダ油を熱して、なすと玉ねぎ、しいた
けを入れて中火でゆっくり炒める。火が通ったら、合い

挽き肉を加えて、ポロポロに炒め合わせる。

� �に調味料を順に加えて混ぜ、
塩、コショウで味をととのえる。

＊ サラダ菜に包んで食べても良し、

ご飯にかけて食べてもおいしい

です。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

今が旬の「なす」を使ったスタミナ料理です。

カレー味でスパイスもきいていて、夏バテ防止

にも良いと思います。子どもにも食べやすいで

すよ。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５３

なすと合い挽き肉のカレー炒め

作り方

材 料 （4人分）

・なす ３個

・合い挽き肉 100ｇ

・しいたけ ３枚

・玉ねぎ 1/2個

・サラダ油 大さじ1と1/2

・塩、コショウ 少々

延
暦
寺
山
門
前
で
合
掌
の
僧
の
衣
に
風
渡
る
な
り

小
池
　
啓
子

と
き
め
き
も
自
我
の
振
る
舞
う
こ
と
も
な
く
重
ね
る

齢
に
頷
き
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

車
椅
子
に
て
お
み
な
は
歌
う
「
雪
椿
」
う
た
は
励
み

と
微
笑
み
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

幾
度
か
同
じ
楽
の
音
聞
き
い
し
に
今
宵
や
さ
し
く
身

は
つ
つ
ま
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

（調味料）

・カレー粉 大さじ2/3

・トマトケチャップ

大さじ1と1/2

・ウスターソース

大さじ1と1/2

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○ １ 

○ ２ 

○ ２ 

○ ３ 

《今月のご紹介》

関川村食生活改善推進員の皆さん

（ ）

〔 〕
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広報せきかわ　2008・８月号２３

せ き か わ 文 芸

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

伊 藤 二
に

三 郎
さ ぶ ろ う

あ
の
人
は
隅
に
置
け
な
い
二
枚
舌
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

踊
る
背
に
視
線
集
る
い
い
娘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

な
つ
か
し
い
一
つ
覚
え
の
踊
り
で
も
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

有
難
い
流
れ
る
月
日
苦
も
溶
か
す
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

踊
り
の
輪
仮
装
は
ず
せ
ば
顔
意
外
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

白
南
天
頒わ

か
ち
し
人
は
世
を
去
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

香
と
苦
味

に
が

み

朝
の
新
茶
で
邪
気
の
消
え
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

や
や
派
手
に
集
い
の
朝
の
更
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

蒼
天
を
揺
り
動
か
し
て
花
辛
夷
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

蝸
牛

か
た
つ
む
り

無
心
に
探
し
手
に
這
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

青
蛙
郵
便
受
け
で
だ
れ
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

着
て
脱
い
で
ま
た
着
更
え
た
る
暑
さ
か
な
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

関

川

俳

句

の

会

作

品

長
く
村
議
会
議
員
や
遺
族
会
長

を
務
め
た
伊
藤
二
三
郎
は
伊
藤
孝

八
の
長
男
と
し
て
、
明
治
三
十
五

年
一
月
五
日
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ
島

に
生
ま
れ
た
。

二
三
郎
九
歳
の
時
一
家
は
ハ
ワ

イ
を
引
き
揚
げ
、
下
関
に
代
々
続

い
た
権
左
エ
門
家
に
帰
っ
て
き
た
。

大
正
五
年
三
月
二
十
五
日
関
谷
村

立
関
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を

卒
業
。

農
業
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

を
手
が
け
た
。
精
米
所
を
営
業
し

地
域
か
ら
喜
ば
れ
商
売
繁
昌
し
た
。

ま
た
当
時
は
養
蚕
が
盛
ん
で
、
二

三
郎
は
稚
蚕
の
飼
育
に
力
を
入
れ

た
。
そ
し
て
内
助
の
功
が
大
き
か

っ
た
妻
カ
ツ
と
の
間
に
男
四
人
、

女
五
人
の
計
九
人
の
子
宝
に
恵
ま

れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
関
谷
村
村

議
会
議
員
に
当
選
し
、
以
来
昭
和

四
十
二
年
七
月
ま
で
二
十
年
三
か

月
の
長
き
に
わ
た
っ
て
村
議
会
議

員
と
し
て
建
設
的
意
見
を
村
政
に

反
映
さ
せ
村
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

そ
の
間
昭
和
二
十
九
年
よ
り
三
十

年
ま
で
産
業
委
員
長
に
在
任
し
、

関
川
村
女
川
村
両
村
合
併
後
の
新

村
建
設
計
画
の
樹
立
に
尽
力
。
率

先
垂
範
し
て
開
田
を
行
う
な
ど
本

村
開
田
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
九
月
よ
り
九
年

間
社
会
文
教
委
員
長
に
在
任
し
、

こ
の
間
、
女
川
中
学
校
川
北
分
校

の
関
谷
中
学
校
へ
の
学
区
編
成
替

に
尽
力
。

ま
た
田
麦
分
校
校
舎
の
改
築
と

体
育
館
の
新
築
、
女
川
小
学
校
の

体
育
館
の
新
築
、
関
谷
中
学
校
の

増
築
、
安
角
小
学
校
新
校
舎
と
体

育
館
の
新
築
、
そ
し
て
昭
和
四
十

一
年
関
谷
中
学
校
火
災
後
の
復
旧

や
土
沢
小
学
校
体
育
館
改
築
な
ど

教
育
環
境
整
備
に
努
め
た
功
績
は

大
き
い
。

昭
和
二
十
四
年
よ
り
四
年
間
関

谷
農
業
協
同
組
合
長
在
任
中
は
国

の
食
糧
危
機
の
時
代
に
呼
応
し
、

食
糧
増
産
の
普
及
に
努
力
す
る
一

方
、
郡
養
蚕
連
の
理
事
と
し
て
養

蚕
普
及
に
努
め
た
。

ま
た
戦
後
の
農
地
解
放
時
は
農

地
委
員
（
小
作
代
表
）
と
し
て
農

地
解
放
の
円
滑
な
る
推
進
の
た
め

に
日
夜
努
力
し
た
。

太
平
洋
戦
争
で
二
男
が
中
国
張

家
口
で
三
男
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦

死
し
た
。
戦
後
の
混
乱
し
た
世
情

の
中
で
遺
族
の
親
睦
と
健
全
な
発

展
を
期
す
た
め
昭
和
二
十
五
年
遺

族
会
発
足
に
努
力
し
、
昭
和
三
十

五
年
よ
り
六
年
間
関
川
村
遺
族
会

副
会
長
と
し
て
、
更
に
四
十
一
年

四
月
一
日
よ
り
五
十
一
年
三
月
二

十
六
日
ま
で
の
十
六
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
遺
族
会
長
と
し
て
健
全

な
会
の
運
営
に
寄
与
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
勲
六
等

単
光
旭
日
章
を
受
章
。

平
成
五
年
七
月
七
日
九
十
一
歳

で
没
し
た
。

・
伊
藤
家
の
系
図

先
祖

権
左
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２４広報せきかわは、資源保護のため再生紙を使用しています。100

タカネバラ

バラ科の中低木で、本州中部～北部、四国の
剣山などの亜高山帯に分布しています。タカネ
バラとオオタカネバラがありますが、オオタカ
ネバラは葉が大型になり、小葉も２～３対とタ
カネバラより少なめなことで区別がつきます。
開花時に山で出会うと、こんな綺麗な花が高山
に咲いているのかと見とれてしまいます。高嶺
（タカネ）の花という言葉がありますが、手の
届かない岩場に咲いている様子はまさに高嶺の
花で、この言葉はタカネバラを指し
ているのかなと感じてしまいます。
栽培方法 亜高山帯の樹木ですが、
村内での栽培はいたって容易で、地
植えでも良く育ちます。岩場や砂礫
帯に自生していますので、用土は水
はけの良い鹿沼土主体が良いでしょ
う。やや乾燥気味に潅水は少なめで
育てますが、地植えなら自然の雨程
度で充分です。自生地の開花は６～
７月頃ですが、やや低地の村内は４
～５月に開花します。雪がある中で
も開花したことがあり、白い雪にピ
ンクの花がよく似合いました。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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５３

「おかあー」「パパー」と呼ぶわが家の稜央です。カブトムシやセ

ミなど、大好きな昆虫の季節になり、戦闘モード !?に入っているよう

です。畑の野菜を採ってくれるなど、家の手伝いもしてくれます。こ

れからも、友達と仲良く、思いやりのある元気な子でいてね。

●６月16日～７月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年６月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,070世帯（－１）
総 人 口　　6,936 人 （－11）
男 3,341 人 （－７）
女 3,595 人 （－４）

転入 6 人　　転出 11人
出生 1 人　　死亡 7 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

佐藤　貞二　さん ８２歳 下　関

伊藤　　宏　さん ８３歳 下川口

渡�チヱノ　さん ９７歳 勝　蔵

大� 守　さん ７０歳 下　関

伊藤　　文　さん ７１歳 下　関

山田　ミチ　さん ８６歳 上　関

お誕生おめでとうございます

夢　信
ゆ 　 ら

ちゃん（男） 高　田

須貝　文智・理 恵 さん

翔　磨
し ょ う ま

ちゃん（男） 大　島

傳　　崇宏・紀 子 さん

�８月２９日から、「えちごせきかわ大し
たもん蛇まつり」が行われます。今年は、
全日本写真連盟新潟県本部が主催する写
真コンテストの題材になっているそう
で、３１日の大蛇パレード当日は、大勢
のカメラマンが訪れると思います。広報
担当として、負けないように撮影しよう
と思いますが…。皆さんのご協力をお願
いします。（つ）

▲

（平　田　友　一 さん 大　島

（大　沼）詩　織 さん （上土沢）

（河　内　　　卓 さん 高　瀬

（鶴　巻）有　紀 さん（新潟市秋葉区）

（菅　原　　　学 さん 片　貝

（竹　本）由　紀 さん（新潟市中央区）

す え な が く お 幸 せ に

｛

｛

｛

稜 央
り ょ う

ちゃん（６歳）

須藤　武さん 節子さん（大島）


